
延伸線地域の状況

議事（１）



さいたま市総合振興計画（策定年：平成１８年１月）

• 中間駅の隣駅になる「浦和
美園駅周辺」と「岩槻駅周
辺」は、多核連携型の都市
構造を実現に向けた拠点と
しての形成を図るような『副
都心』として位置づけられて
いる。



さいたま市の将来人口推計

延伸線全体の現状と課題



さいたま市内各区の年齢３階層別人口

（資料：さいたま市プロフィール）

•岩槻区の15歳未満の比率は12.9％
でさいたま市内各区と比べ二番目
に低い。

•15歳～64歳の比率が64.0％と市内
で最も低い。

•岩槻区の65歳以上の比率は23.1％
と市内で最も高い。

•岩槻区の年齢構成は、さいたま市の
中で少子高齢化が最も進行している。



延伸地域の人口密度図 （平成１７年国勢調査）

•岩槻地区、東岩槻地区の人口密度が
高く60人/ha以上が多くの部分を占め
ている。

•岩槻地区と東岩槻地区以外は人口密
度が低い 。

浦和美園駅

岩槻駅



岩槻区の人口分布図 （平成２２年１１月１日現在）

•岩槻区の人口は、平成22年11月現在
約112,600人で、さいたま市の総人口
の9.1％を占めている。

•区の中心部に位置する岩槻地区が一
番多く43,338人となっている。

•岩槻地区から離れるに従い人口も減
少していく傾向にある 。

平成22年総人口（住民基本台帳人口に外国人を加えた数
字）

岩槻区 さいたま市

人口 実数 112,671人
1,231,880人
比率 9.1％
100.0％

世帯 実数 45,687世帯
527,876世帯
比率 8.7％

100.0％

14,808人

12,291人

13,843人

43,338人

6,569人

6,047人

8,871人

6,904人

（資料：平成22年住民基本台帳）



延伸地域の現況広域交通情報図



地下鉄７号線延伸線の全体概要



浦和美園駅周辺まちづくりの検証

沿線区画整理箇所図

浦和美園駅周辺土地利用

浦和美園駅周辺の現状と課題

土地利用計画図



浦和美園駅周辺まちづくりの検証

浦和美園出店状況浦和美園開発状況

浦和美園駅周辺地区土地利用状況



浦和美園駅周辺地区航空写真
浦和美園駅周辺まちづくりの検証

平成14年１月撮影 平成23年１月撮影



埼玉スタジアム周辺の現状と課題

埼玉スタジアム２○○２公園の概要

埼玉スタジアム２００２パンフレットより



埼玉スタジアムスポーツクラブ 第４グラウンド（人工芝）

グラウンド・フットサル

レストランプラザ・ギャラリー



埼玉スタジアム２○○２の観客数の推移

埼玉県資料をグラフ化
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累計H22年H21年H20年H19年H18年H17年H16年H15年H14年H13年サッカー



埼玉スタジアム２○○２公園における指定管理者の基本的な方針

２．サッカーを主軸とするスポーツ振興とにぎわいを創出し

ます。

３．地域と連携し、常に人々が集い交流し賑わう公園づくりを

進めます。

４．日本を代表するスタジアムの知名度と施設を活かした事業
展開を図ります。

５．防災支援機能を備えた安心・安全な公園を実現します。

１．感動を生む劇場型サッカー観戦スタジアムを目指します。
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延伸線中間部の現状と課題

公共公益施設分布図

＜都市計画＞
・中間部は市街化調整区域
・農振農用の調整
・土地利用の混在

＜交通＞
・岩槻駅から東川口駅を結ぶ
路線バス



地域森林計画対象民有林位置図

•屋敷林を中心とした樹林地
が形成されている。

•神社の後背林など社寺林
が広く分布している

資料：さいたま市森林整備計画書

＜現況の概要＞



延伸地域付近の現況写真



岩槻駅周辺の現状と課題

•岩槻の周辺は昔から桐の産地で、箪笥や下駄などの桐細工が盛んに行われてお
り、工匠たちは、この桐の粉を糊と練り固めて人形をつくるととても発色がよく、ま
た岩槻の水が胡粉（ごふん）に適していることを発見した。

•江戸時代の初め、日光東照宮の造営、修築にあたった工匠たちにより、人形づく
りを手がけたのが起こりと伝えられている。

人形の町 “岩槻”

•このようにして作られた桐塑（とうそ）人形は丈夫で壊れにくく、また土に比べ精巧
に作ることができ量産にも適していたため、以来、岩槻の代表的地場産業として発
展し、現在に至っている。

○歴史



・国指定の真福寺貝塚や古式土俵入りを始め、多様な歴史・文化資源を持つこと
が大きな特長である。
・指定文化財は、44件を数え、市全体の約8％を占めている。
・歴史・文化資源は、旧城下町である本町を中心に分布しており、いくつかの散策
ルートが設定されている。

豊かな歴史・文化財

○文化財

図.岩槻中心部散策マップ



•観光客の殆どが日帰り客である。

•岩槻への観光客は、H18を底として回復傾向にあるが、H16の年間156万人という
水準からは30万人程度低い、年間125万人の水準で推移している 。

観光のまちとしての現状

○目的別観光客数の推移及び日帰り・宿泊別の内訳



市内鉄道駅乗降客数の内訳

・岩槻駅の乗降客数は約3.6万人/日であり、さいたま市の副都心の中では、武蔵
浦和、宮原駅に次いでおり、宮原駅よりやや少ない程度である。

・東武野田線の駅の中では、大宮駅に次いで乗降客数が多い。



通勤通学による流出・流入の状況 （１５歳以上）

•さいたま市全体では、東京都への通勤・通学者の割合は約30％だが、岩槻区の
みで見ると約15％となっており、東京都への通勤・通学者の割合が低い。

•岩槻区民の約5割近くが区内に通勤・通学しており、岩槻区を含むさいたま市内
への通勤・通学は約6割となっている 。



岩槻区自動車保有台数

•旧岩槻市と旧さいたま市を比べると、
旧岩槻市は自動車、軽自動車ともに１
世帯当たりの登録台数が多い。

•旧岩槻市の自動車依存度の高さが確
認できる 。

（資料：さいたま市統計書－平成17年版）



地下鉄７号線延伸実現への提言（要旨）

◎地下鉄７号線の延伸によりさいたま
市東部地域に広がる交通不便地域を
解消すべきです。
◎駅前広場や道路整備、バス網再編
など地下鉄延伸に併せた公共交通ネッ
トワークの充実を図るべきです。

「訪れたくなる」まちづくりの推進提言３

将来を見据えた「攻め」の
まちづくりの推進

「住み続けたい」まちづくりの推進

利用したくなる「魅力ある」
鉄道の実現

提言１ 提言２

提言４

◎地下鉄７号線を活用した回遊ルート
などの整備を行い、岩槻地域の歴史文
化資源や埼玉スタジアム2002等を有
効に活用することにより、「国際都市さ
いたま市」の実現を図るべきです。

◎中間駅周辺では、企業誘致等を
採り入れた積極的なまちづくりを推
進することにより、経済効果の創
出や地下鉄７号線の需要の向上を
図るべきです。

◎延伸の際には、快速運転の導入に
よる速達性の向上や、運賃割引の導
入による利用者の負担軽減により、誰
もが利用しやすい地下鉄を実現すべき
です。

平成２０年１１月
さいたま市地下鉄７号線調査・検討市民協議会


